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今月の表紙
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ຊ年౓ͷްਅொܟ࿝ձ͕̕月1�೔ʹ
ொ૯߹෱ࢱηϯλʔͰ։͔Εɺର৅
���ਓͷ͏ͪ22�ਓ͕ग़੮ͯ͠਌ަΛ
ਂΊ·ͨ͠ɻࢀՃऀͷதͰ10ࡀ�ͱ࠷
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౉෦ٞ௕ͨͪͱδΣενϟʔΛަ͑ͯ
সإͰ׻ஊ͠·ͨ͠ɻ

�月ú÷೔ࡏݱɹʢɹʣ಺͸લ月ൺ

人　口　4,228人（＋2）
உ�2
15�ਓɹঁ�2
0��ਓ

世帯数　2,124世帯（＋9）

ひとのうごき

̕月1೔ʙ̕月ú÷೔ಧग़෼
˞�૭ޱͳͲͰɺ޿ใࢴ΁ͷࡌܝʹ͍ͭͯ֬ೝͰ͖ͨํΛࡌܝ
͍ͯ͠·͢ɻ

広報あつまはインターネットでも！
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厚真町公式ＳＮＳ

厚真町ホームページ
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
７
年
を
迎
え
た
９
月

６
日
、
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
厚
真
町
追
悼
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
列
者
１
３
９
人
は
、
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
úþ
人
を
し
の
び
、

祈
り
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
「
未
来
創
生
と
町
の
持

続
的
発
展
」
を
誓
い
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
ご
遺
族
や
北
海
道
知
事
、
国
会
議

員
な
ど
来
賓
が
参
列
。
室
内
の
照
明
が
消
さ
れ
、
純

白
の
菊
で
飾
ら
れ
た
祭
壇
に
向
か
っ
て
黙
と
う
し
ま

し
た
。
宮
坂
町
長
が
式
辞
を
、
鈴
木
知
事
や
国
会
議

員
７
人
と
渡
部
議
長
、
遺
族
代
表
の
中
村
真
吾
さ
ん

（
表
町
）が
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
参
列
者
は
、

祭
壇
前
の
献
花
台
に
１
輪
ず
つ
菊
の
花
を
手
向
け
て

犠
牲
者
を
悼
み
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
つ
た

え
り
公
園
内
の
慰
霊
碑
前
で
、
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
、
議
長
と
町
管
理
職
が
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。
吉
野
地
区
で
も
献
花
し
た
宮
坂
町
長
は
報
道
陣

の
問
い
か
け
に
「
状
況
の
変
化
を
確
認
し
、
振
り
返

り
、
新
た
な
目
標
や
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
や
復
旧
・
復
興
を
進
め
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。
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ΔૅͰ͋Δͱ֬৴͓ͯ͠Γ·͢ɻ͑ࢧ

ͷ͸ɺਓͷԹ͔͞ɺ༏͠͞Ͱͨ͠ɻͦͷҰͭҰͨ͑ࢧΛࢲ
ͭͷ͍ࢥ΍Γ͕ɺ่Ε͔͚ͨ৺Λ͑ࢧ௚͍ͯͩ͘͠͞·͠
ͨɻେ੾ͳͷ͸ɺֶߍ΍৬৔ɺ஍ҬͰਓͷͭͳ͕ΓΛਂΊ
Δ͜ͱͰ͢ɻ͓͍ޓʹ੠Λֻ͚߹͑Δؔ܎ΛҭͯΔ͜ͱͰ
͢ɻ͍͟ͱ͍͏࣌ɺ·͞ʹͦΕ͕ԿΑΓͷྗʹͳΔ͜ͱΛ
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厚
真
町
追
悼
式

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

厚真町　宮坂尚市朗町長

北海道　鈴木直道知事

厚真町議会　渡部孝樹議長

遺族代表　中村真吾さん
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機能が連携・融合した
施設づくり

・ヒト・モノ・コトがつながる場所
・活動や挑戦をサポートしてくれる場所
・厚真らしさ・厚真を考える場所
・地域の情報ハブとなる施設

・リラックスできる場所
・食が楽しめる場所
・学習や仕事ができる場所
・子どもや子育て世代が過ごせる場所

・町民と共に企画・運営することを目指した施設整備
・学校教育との連携
・新たな挑戦を後押しする施設

施設と広場が一体となった
「まちのリビング」づくり

町民が参加する施設の
運営・活用

庁舎周辺等整備計画

階　数 ͯݐ֊̎

床面積

ౝ԰ 1�ᶷ
2֊ 1
0��ᶷ
1֊ 1
���ᶷ
Ԇ΂ 2
�0�ᶷ

構造・耐火 మࠎ଄	Ұ෦໦࣭Խ
ɾ४଱Ր

主な
外部仕上げ

԰ࠜ γʔτ࿐ग़๷ਫஅ೤޻๏
֎น ΨϧόϦ΢Ϝ߯൘

։ޱ෦ Ξϧϛαογೋ࣍ిղண৭
-PX�FϖΞΨϥε

主な
内部仕上げ

ఱҪ ੴߣϘʔυ&1ృ૷ɺؠ໖ٵԻ൘΄͔
น ੴߣϘʔυ&1ృ૷΄͔

চ ίϯΫϦʔτͯ͜ԡ͑͸ͬਫࡐృ෍
λΠϧΧʔϖοτ΄͔

町では、北海道胆振東部地震を教訓として防災力を向上し、町民の皆さまに親しまれ、集える場所
となるよう、役場庁舎や文化交流施設、広場などの整備に向け、庁舎周辺等整備事業を推進しています。
令和６年３月に策定した「厚真町庁舎周辺等整備基本設計」について、当初の想定よりも事業費が

大幅に増加したことから、文化交流施設の設計内容を見直しましたので、その内容をお知らせします。

අۀࣄ 2�ԯ�
500ສԁ	੫ൈ


໘ ੵ 2
��1 ʢʊ౉Γ࿓ԼؚΉʣ

ߏ ଄ ໦଄

අۀࣄ 2�ԯ2
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໘ ੵ 2
�0� ʢʊ౉Γ࿓ԼؚΉʣ

ߏ ଄ మࠎ଄	Ұ෦໦࣭Խ


変更前

変更後

コンセプト

主な変更点

平面図
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渡
り
廊
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̬̘̬̘

̬̘̬̘

２階 １階 文化交流施設 について

役場庁舎 文化交流施設
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町からのお知らせ

ॅຽ՝�෱ࢱάϧʔϓɹὸ 2�Ȃ���2
ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γ಺ʣ

·ͪͮ͘Γਪਐ՝�੓ࡦਪਐάϧʔϓɹὸ 2�Ȃ�1��

ொͰ͸ɺ令和̒年౓ʹ࣮ͨ͠ࢪ౰ॳௐ੔څ
෇ͷֹڅࢧʹෆ଍͕ੜͨ͡৔߹ͳͲʹɺ௥Ճ
Ͱڅ෇ʢෆ଍ֹڅ෇ʣΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ର৅ऀʹ͸ʮ֬څࢧೝॻʯΛൃૹ͍ͯ͠·

͢ͷͰɺظ೔·Ͱʹਃ੥Λ͓͍͠ئ·͢ɻ
·ͨɺӈهͷڅ෇৚݅Λ͢΂ͯຬͨ͢ํ͸

·෇ۚର৅ऀͰ͕͢ɺ֬ೝॻΛૹ෇͍ͯ͠څ
ͤΜɻͦͷͨΊɺਃ੥ॻΛμ΢ϯϩʔυ͢Δ͔ɺ
໾৔·Ͱ੥͍ͩͯ͘͞͠ٻɻ

内　容
ҭͯΛ͖͔͚ͬʹมΘΔʮΘͨ͠ʯΛ஌Γɺମͷ͜ࢠ
ͱ΍ࣄ࢓ମݧͳͲͷ࿩Λฉ͍ͨΓɺࢀՃऀಉ࢜ͷର࿩
Λ௨͡ ʮͯΘͨ͠ʯΛ஌Δɾݟ௚͖͔͚ͬ͢Λ࡞Γ·͢ɻ

対象
௚͍ͨ͠ํɺݟҭͯதͷํɺੜ͖ํΛࢠ
ಇ͘ϚΠϯυΛऔΓ໭͍ͨ͠ํͳͲ

場所
·ͪͳ͔ަྲྀ ʢؗژொ12㽎̍ ʣ
མ༿थ৭ͷδΣϥʔτWFSZNPUDI
˞ΦϯϥΠϯࢀՃ΋Մೳ

参加費
ແྉɹ˞1ਓ1඼ɺ঎඼ͷ஫จΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

申し込み
ਃ͠ࠐΈϑΥʔϜ͔Β
͓ਃࠐΈ͍ͩ͘͞

開催日時
10月͔Β令和̔年̏月·Ͱશ10ճ
˞࣌ؒ͸͍ͣΕ΋11࣌ʙ12࣌�0෼
ø÷月７೔ʢՐʣɿঁੑϗϧϞϯʮߋ年࢓ظ૊Έฤʯ
ø÷月ùø೔ʢՐʣɿཔΔνΧϥ
øø月øø೔ʢՐʣɿঁੑϗϧϞϯʮߋ年࣮ظફฤʯ
øù月̎೔ʢՐʣɿ͓ࣄ࢓ମݧʢӦۀʣ
øù月̕೔ʢՐʣɿ௎׆ͰҭΉ৺ͱ਎ମ
̍月ù÷೔ʢՐʣɿ౦༸ҩֶʷ͸ͨΒ͘
̎月̏೔ʢՐʣɿ͓ࣄ࢓ମݧʢ޿ใʣ
̎月ø÷೔ʢՐʣɿՁ஋؍ϫʔΫ
̏月̏೔ʢՐʣɿ͓ࣄ࢓ମݧʢॸ຿ʣ
̏月øþ೔ʢՐʣɿ౦༸ҩֶλΠϓผཆੜ

給付条件
ᶃ�令和̒年෼ॴಘ੫͓Αͼ令和̒年౓ݸਓॅຽ੫ॴಘ
ֹׂͱ΋ʹఆֹݮ੫લ੫ֹ͕̌ԁͷํ
ʢຊਓͱͯ͠ఆֹݮ੫ͷର৅֎ͷํʣ
ᶄ�੫੍౓্ɺැཆ਌଒ͷର৅֎ͷํ
ʢැཆ਌଒౳ͱͯ͠΋ఆֹݮ੫ͷର৅֎ͷํʣ
ᶅ�௿ॴಘੈଳڅ͚޲෇ʢ˞ʣର৅ੈଳͷੈଳओɺੈଳһ
ʹ֘౰͠ͳ͍ํ
ʢ˞ʣ௿ॴಘੈଳڅ͚޲෇ͱ͸࣍ͷ͍ͣΕ͔
ɾ令和̑年౓ඇ՝੫ੈଳ΁ͷڅ෇ʢ�ສԁʣ
ɾ令和̑年౓ۉ౳ׂͷΈ՝੫ੈଳ΁ͷڅ෇ʢ10ສԁʣ
ɾ�令和̒年౓৽ͨʹඇ՝੫ੈଳ΋͘͠͸ۉ౳ׂͷΈ
՝੫ੈଳͱͳͬͨੈଳ΁ͷڅ෇ʢ10ສԁʣ

申請期日
10月�1೔ʢۚʣ·Ͱ

定額減税補足給付金（不足額給付金）の申請期限

「わたし」を知るu
ウ テ ナ
tena c

カ フ ェ
afe 開催

定額減税補足給付金（不足額給付金）の申請期限は10月31日です。

「わたしを知る」をメインテーマに生き方や働き方についてお話しする交流・対話セミナーを開催します。

಩খ຀࡯ܯॺ�ަ௨Ұ՝اը܎ɹὸ 01��ô�5ô0110ʢ಺ઢ �1�ʣ
ްਅறࡏॴɹὸ 2�ô2510運転免許返納臨時窓口

運転免許返納の臨時窓口を開設します。

ӡస໔ূڐͷࣗओฦೲΛ͍ͯ͑ߟΔํΛର
৅ʹɺ໔ڐฦೲͷྟ࣌૭ޱΛ։ઃ͠·͢ɻ໔
ॻͷਃ໌ূྺܦΛࣗओฦೲͨ͠ํ͸ӡసূڐ
੥΋ՄೳͰ͢ɻ
ͳ͓ɺӡస໔ূڐฦೲޙ͸ंͷӡస͕Ͱ͖

·ͤΜͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ

持ち物
ɾӡస໔ূڐ
˞ӡస໌ূྺܦॻͷਃ੥Λ͢Δ৔߹
ɾࣸਅʢ̒Χ月Ҏ಺ʹࡱӨͨ͠΋ͷɺॎ�DNʷԣ2��DNʣ
ɾ�๺ւಓऩೖূ�1ࢴ
150ԁʢަ෇ख਺ྉɺ+"ͱ·͜·
ೖՄೳʣߪॴͰࢧҬްਅ޿͍

予　約
લ೔·Ͱʹ಩খ຀࡯ܯॺʹి࿩Ͱ༧໿͍ͯͩ͘͠͞ɻ

日　時 ɹ10月2�೔	໦
1�࣌ʙ15࣌
場　所 ɹްਅறࡏॴʢژொ�1൪஍ʣ

ैདྷͷΩϟϯϓαΠτΛ֦ுͯ͠ɺ̑छྨͷΩϟϯϓαΠτΛ
੔උ͠·ͨ͠ɻ؅ཧ౩पลʹ͸ϑϦʔΦʔταΠτΛ഑ஔ͠ɺԞ
ͷਫลʹ͸ιϩαΠτΛ։ઃɻ·ͨɺ۠ըΦʔταΠτ͸ʮྛؒ
ΤϦΞʯʮࣳੜΤϦΞʯʮϨΠΫαΠυΤϦΞʯͷ̏λΠϓ͕͋Γɺ
αΠτͱϓϨϛΞϜϓϥΠϕʔταΠτ΋଄੒͠·ͨ͠ɻݯి
͜ͷ΄͔ɺপͷ΄ͱΓ̔ΧॴʹαΠτઐ༻ΛؚΉΧψʔ৐Γ৔
Λઃ͚͍ͯ·͢ɻ

ར༻ʹ͸ɺجຊ࢖༻ྉͱαΠτ࢖༻ྉ͕͔͔Γ·͕͢ɺொ
ຽ͸جຊ࢖༻ྉ͕ແྉͰɺαΠτ࢖༻ྉ͚ͩͰར༻Ͱ͖·͢ɻ
˞ຊਓ֬ೝͷͨΊӡస໔ূڐ΍ϚΠφϯόʔΧʔυ͕ඞཁ

５種類のキャンプサイトを整備

OHNUMA  CAMPBASE
通年営業しています！

大沼キャンプベース

道内外のキャンパーに人気の大沼野営場が「OHNUMA CAMPBASE」
としてリブランドオープンしました。野鳥が戯れる森などの自然環境はそ
のまま残し、利用目的に合わせた５つのテントサイトを整備したほか、管
理棟やトイレ棟、炊事場などを整備して「快適なアウトドアライフ」の場を
提供します。
また、今シーズンから使用料の町民優待制度が始まったほか、カヌーや
カヤックを持ち込んで水面を楽しめるようになりました。通年利用が可能
となった癒しの空間が、皆さんをお待ちしています。

ΛਤΔ্ͨ޲Ԃʹ͓͚Δັྗͱརศੑͷެࢢઃ͸ɺ౎ࢪ
Ίɺެ Ԃͷ࠶੔උΛຽؒऀۀࣄͱҰॹʹߦ ʮ͏1BSLȂ1'*੍౓ʯ
Λ׆༻͍ͯ͠·͢ɻ
੔උ΍ڥձࣾμΠφοΫε͕ɺ৔಺ͷ؀ࣜגఆ؅ཧऀͷࢦ
ɻஆ࿍͕৅௃తͳ؅ཧ౩ʹ͸ɺͨ͠·͍ߦઃͷվमɾ৽ઃΛࢪ
ड෇Χ΢ϯλʔʹՃ͑ͯചళ΋ॆ࣮ɻྡ઀ͯࣨ͠಺ௐཧ৔Λ
ઃ͚ɺτΠϨ౩΍԰֎ਬࣄ৔΋৽ઃ͠·ͨ͠ɻ

株式会社ダイナックスが管理しています

厚真町民は優待価格で利用できます

؅ཧҕୗ͢Δ੍౓Ͱ͢ɻʹऀۀࣄઃΛຽؒࢪڞఆ؅ཧͱ͸ެࢦ˞

〔町外利用〕
�00
ྉ2༺࢖ຊجԁʴαΠτ࢖༻ྉ2
500ԁʜ5,200円
〔町民利用〕
αΠτ࢖༻ྉͷΈʜ2,500円ɹ˞2
�00ԁ͕ແྉ
˞ொຽͱಉͨ͠ߦொ֎ͷར༻ऀ͸༏଴ͷର৅֎Ͱ͢

基本使用料
େਓ 1
�50ԁ
தֶੜҎԼ �50ԁ

サイト使用料
ϑϦʔΦʔταΠτ 2
500ԁ
۠ըΦʔταΠτ 2
500ԁ
ιϩαΠτ 2
500ԁ
αΠτݯి �
500ԁ
ϓϨϛΞϜϓϥΠϕʔταΠτ �
000ԁ
ɾ�̍ αΠτ͋ͨΓं̎୆ɺ̑ ਓ·Ͱ
	ιϩαΠτ͸̍ਓ


町民は
無料

ʢྫʣେਓ̎ਓ͕۠ըΦʔταΠτΛར༻͢Δ৔߹

໰͍߹ΘͤɹେপΩϟϯϓϕʔεɹὸ0�0ô1���Ȃ�5�1

༧໿΍ࢪઃ঺հ͸ϗʔϜϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞
IUUQT���PIOVNB�DBNQCBTF�IQ�QFSBJDIJ�DPN�

令和７年10月号 2025年10月号� �



同

意

◇
厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
に
金
光
え
り
氏

（
上
厚
真
）
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◇
自
治
功
労
賞
表
彰

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
前
会
長
の
大
橋

正
治
さ
ん
（
軽
舞
）
の
自
治
功
労
賞
表
彰
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。議

案

◇
厚
真
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定◇
厚
真
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置
条
例

の
制
定

◇
厚
南
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
廃
止

◇
厚
真
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正

◇
厚
南
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
事
項
の
変
更

◇
町
道
軽
舞
豊
丘
線
官
光
橋
掛
替
工
事
（
上

部
工
）
請
負
契
約
の
締
結

◇
財
産
の
取
得

◇
財
産
の
取
得

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

令
和
７
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３

２
１
４
万
８
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
額
は

１
４
９
億
３
１
４
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。（
千
円
以
下
は
切
り
捨
て
）

・
庁
舎
管
理
事
業
（
８
７
０
万
円
）

・
庁
舎
周
辺
等
整
備
事
業（
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度（
総
務
省
）を
活
用
し
た

人
材
１
人
の
招
へ
い
）５
４
１
万
円
）

・
臨
海
施
設
ゾ
ー
ン
活
性
化
事
業（
８
０
０
万

円
）

・ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
（
６
３
８
万
円
）

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
１
千
万

円
）

・
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業
（
５
０
０
万

円
）

・中
間
管
理
住
宅
整
備
事
業
（
７
０
０
万
円
）

・
厚
南
会
館
整
備
事
業
（
９
８
０
万
円
）

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
保
険
事
業
勘
定
補
正
予
算

（
第
２
号
））

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

補
正
予
算（
第
１
号
））

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

◇
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更

◇
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
一
部
変
更

◇
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
一
部
変
更

報

告

◇
所
管
事
務
調
査
報
告
（
各
常
任
委
員
会
）

◇
委
員
会
調
査
報
告（
各
特
別
委
員
会
）

◇
財
政
援
助
団
体
等
に
関
す
る
監
査
の
結
果

報
告

◇
定
期
監
査
の
結
果
報
告

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

◇
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業
の
点
検・
評
価

報
告

◇
専
決
処
分
の
報
告

◇
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

認

定
（
付
託
）

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
下
水
道
事
業
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定意見

書

◇
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等

に
関
す
る
意
見
書

◇
過
疎
対
策
の
積
極
的
推
進
の
た
め
の
意
見

書

一
般
質
問

折
坂
泰
宏
議
員
、
伊
藤
富
志
夫
議
員
、
橋

本
豊
議
員
、
菅
原
文
子
議
員
、
澤
口
千
里
議

員
の
５
人
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

折
坂
議
員
は
水
質
改
善
義
務
化
の
対
応
と

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
伊
藤
議
員
は
高
丘
地

区
大
規
模
開
発
跡
地
利
用
と
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

橋
本
議
員
は
道
道
、
町
道
に
設
置
さ
れ
て
い

る
土
の
う
フ
レ
コ
ン
の
撤
去
と
道
路
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
、
菅
原
議
員
は
防
災
・
減
災

と
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
）の
推
進
に
つ
い
て
、
澤
口
議
員
は
切

れ
目
の
な
い
ケ
ア
ラ
ー
支
援
と
本
町
の
財
政

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
ま
し
た
。

行
政
報
告

◇
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
の
地
震
に
よ
る

津
波
避
難
対
応
に
つ
い
て

最
初
に
、
７
月
30
日
に
発
生
し
た
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
の
地
震
に
よ
る
津
波
避

難
対
応
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
30
日
午
前
８
時
25
分
ご
ろ
、
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８・８
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
の
震
度
は
、
道
東
で
震
度
２
、

北
海
道
か
ら
九
州
の
各
地
で
震
度
１
を
観
測

し
ま
し
た
。
午
前
８
時
37
分
、
当
該
地
震
に

伴
う
津
波
に
対
し
て
、
北
海
道
太
平
洋
沿
岸

西
部
な
ど
に
津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
本
町
へ
は
津
波
予
報（
若

干
の
海
面
変
動
）と
な
り
、
町
で
は
防
災
行

政
無
線
等
に
よ
る
住
民
へ
の
周
知
、
消
防
と

の
連
携
に
よ
る
海
岸
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起

を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
午
前
９
時
40
分
、
気
象
庁
は
本

町
を
含
む
北
海
道
太
平
洋
沿
岸
部
な
ど
に
津

波
警
報
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

町
は
直
ち
に
第
２
種
非
常
配
備
へ
移
行
し
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
55
分
、厚
和
、清
住
、浜
厚
真
、共

和
、鹿
沼
の
各
地
区
の
う
ち
高
規
格
道
路
以

南
の
地
域
に
対
し
避
難
指
示（
津
波
）を
発
令

し
、厚
南
会
館
お
よ
び
上
厚
真
小
学
校
を
避

難
所
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。当
時
の
避
難

指
示
区
域
に
お
け
る
住
民
数
は
16
世
帯
33
人

で
し
た
。

午
前
11
時
10
分
、
苫
小
牧
東
港
に
お
い
て

津
波
の
第
１
波
を
観
測
、
午
後
７
時
４
分
に

は
最
大
波
が
到
達
、
高
さ
は
最
大
０
・
５
ｍ

で
し
た
。

午
後
８
時
45
分
、
気
象
庁
は
本
町
を
含
む

北
海
道
太
平
洋
沿
岸
部
の
津
波
警
報
を
解
除

し
、
津
波
注
意
報
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
町
は
全
地
区
の
避
難
指
示
を

解
除
し
、
開
設
し
た
２
箇
所
の
避
難
所
を
閉

鎖
し
、
災
害
対
策
本
部
を
廃
止
し
て
第
１
種

非
常
配
備
へ
移
行
し
ま
し
た
。

翌
７
月
31
日
午
後
４
時
30
分
に
は
津
波
注

意
報
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
第
１
種

注
意
配
備
を
解
除
し
ま
し
た
。

今
回
の
津
波
に
対
し
て
本
町
を
含
む
道
内

69
市
町
村
に
つ
い
て
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
人
的
被
害
や
住

家
被
害
等
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
避
難
指
示
に
対
し
て
、
厚
南
会
館

で
は
最
大
で
１
０
２
人
、
上
厚
真
小
学
校
で

は
最
大
１
４
１
人
が
避
難
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
避
難
指
示
区
域
に
お
け
る
住
民
数
を
大
幅

に
上
回
る
避
難
者
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

内
事
業
者
、
む
か
わ
町
の
住
民
、
旅
行
者
、

避
難
指
示
区
域
外
か
ら
の
避
難
者
を
含
み
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
高
規
格
道
路
上
の
避
難
ポ

イ
ン
ト
や
道
道
千
歳
鵡
川
線
沿
い
の
豊
丘
マ

ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
駐
車
場
で
も
避
難
者
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
津
波
避
難
対
応
に
つ
い
て
、
８
月

に
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
厚
真
町
津
波
防
災

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」、
住
民
・
事
業

者
と
の
懇
談
会
、
災
害
対
策
本
部
各
部
に
お

け
る
反
省・振
り
返
り
会
議
、職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
課
題
や
改
善
点
を

明
確
化
し
、
各
防
災
計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
や
訓
練
の
実
施
に
も
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

◇
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

【
水
稲
】胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
東

胆
振
支
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
水
稲
の
生
育

は
８
月
15
日
時
点
で
平
年
よ
り
10
日
早
く
、

過
去
10
年
で
最
も
早
い
生
育
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
㎡
あ
た
り
の
茎
数
は
平
年
比
91
％
と

や
や
少
な
い
も
の
の
、
不
稔
率
は
「
な
な
つ

ぼ
し
」
で
３
・
１
％
と
、
過
去
５
年
平
均
を

下
回
る
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

収
穫
に
向
け
て
は
、
倒
伏
に
よ
る
収
穫
へ
の

影
響
や
品
質
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
発
表
で
は
、
今
年
の
北
海

道
産
水
稲
の
作
柄
は「
前
年
並
み
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
作
況
指
数
は
本
年
産
か
ら

「
平
年
比
」
で
は
な
く
「
前
年
比
」
で
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
高
温
が
続
い
た
場
合
、
成
熟
期
や

収
穫
開
始
が
さ
ら
に
早
ま
る
見
込
み
で
す
。

【
秋
ま
き
小
麦
】収
穫
が
平
年
よ
り
７
日
早

く
始
ま
り
、７
月
23
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

日
照
は
多
か
っ
た
一
方
、
降
水
が
少
な
か
っ

た
た
め
、粗
麦
重
量
は
や
や
軽
め
で
す
。現
在

の
受
入
状
況
で
は
、秋
小
麦・春
小
麦
と
も
に

等
級
麦
比
率
は
約
89
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
】順
調
に
収
穫
が
進
ん
で
お

り
、１
株
あ
た
り
の
イ
モ
数
は
多
い
も
の
の
、

で
ん
粉
含
量
は
や
や
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
大
豆・小
豆・て
ん
菜
】お
お
む
ね
平
年
並

み
か
や
や
早
い
生
育
で
推
移
し
て
お
り
、
病

害
虫
も
防
除
に
よ
り
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
牧
草
】平
年
並
み
の
収
量
と
品
質
で
、
二

番
草
の
生
育
も
順
調
で
す
。

【
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
】平
年
よ

り
５
日
ほ
ど
早
く
熟
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

【
そ
菜
園
芸
】ほ
う
れ
ん
草
は
７
月
以
降
の

障
害
に
よ
り
製
品
率
が
低
下
し
て
い
ま
す

が
、
９
月
以
降
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
カ
ボ
チ
ャ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
食
害
や

病
害
の
影
響
で
製
品
率
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
花
き
は
前
進
開
花
に
よ
り
出
荷
が
早
ま

り
、
製
品
率
も
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ハ

ス
カ
ッ
プ
は
収
量
良
好
で
し
た
が
、
高
温
の

影
響
で
収
穫
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
、
６
月
中
旬
か
ら
高
温
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
気
象
変
動
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
令
和
７
年
産
米
の
価
格
は
引
き

続
き
高
値
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
生
産
費
に
見
合
っ
た
販
売

価
格
の
確
保
と
、
安
定
生
産
が
可
能
と
な
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

収
穫
作
業
の
最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

農
作
業
事
故
の
防
止
に
も
十
分
注
意
を
呼
び

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
令
和
７
年
９
月
13
日
の
大
雨
・
強
風
へ
の

対
応
及
び
公
共
施
設
等
の
被
害
に
つ
い
て

次
に
、
９
月
13
日
深
夜
か
ら
翌
14
日
明
け

方
に
か
け
て
発
生
し
た
大
雨
・
強
風
へ
の
対

応
状
況
及
び
公
共
施
設
等
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
13
日
午
後
２
時
、気
象
庁
の
早
期
注

意
情
報
に
お
い
て
大
雨
警
報
の
発
表
確
度
が

「
高
」と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、夜
間
の
降
雨
に

備
え
、町
は「
注
意
配
備
」体
制
を
敷
き
、災
害

対
策
連
絡
本
部
を
設
置
の
上
、室
蘭
地
方
気

象
台
等
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。

同
日
午
後
４
時
50
分
に
は
、
防
災
行
政
無

線
等
を
通
じ
て
大
雨
及
び
強
風
へ
の
注
意
喚

起
を
実
施
し
、
防
災
担
当
を
中
心
と
し
た
警

戒
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

ア
メ
ダ
ス
の
観
測
に
よ
れ
ば
、
13
日
午
後

６
時
か
ら
14
日
午
前
６
時
ま
で
の
12
時
間
降

水
量
は
30
ミ
リ
、
最
も
風
が
強
か
っ
た
13
日

午
後
11
時
か
ら
翌
14
日
午
前
０
時
の
時
間
帯

に
お
け
る
平
均
風
速
は
12
･
5
メ
ー
ト
ル
毎

秒
で
し
た
。

９
月
14
日
午
前
６
時
、天
候
の
安
定
を
確

認
し
た
た
め
、「
注
意
配
備
」体
制
を
解
除
し

ま
し
た
。

今
回
の
大
雨
・
強
風
を
受
け
、
14
日
か
ら

職
員
等
に
よ
る
町
内
の
被
害
状
況
確
認
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
た

被
害
と
し
て
、
本
郷
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
お
い
て
土
砂
等
の
流
入
が
あ
り
、

当
面
の
間
、使
用
を
中
止
し
て
い
ま
す
。こ
の

ほ
か
、
複
数
箇
所
で
農
作
物
の
倒
伏
や
倒
木

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、詳
細
は
調
査
中
で
す
。

幸
い
に
も
大
事
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

令和７年第３回町議会定例会が９月18、19日の２日間
の会期で開かれました。
令和７年度厚真町一般会計補正予算など議案18件、報告
８件、同意２件、認定６件が審議され、いずれも原案ど
おり可決・承認されました。また、認定６件は決算特別
委員会に付託され、閉会中に継続審査されます。

議 会
令和７年第３回定例会

令和７年10月号 2025年10月号� �



Δఆ஑ձ௕͍ͭ͋͢͞ʹޙ೚࠶

ொ๷ࡂΞυόΠβʔΛ຿Ί͍ͯΔ౦๺ֶӃେֶ।ڭतͷఆ஑༞
ࡂΜͷθϛͷֶੜ͕̔月22೔ɺ٢໺ɾ෋ཬɾຈ಺஍۠ͷඃ͞ق
஍Λ๚Εɺൃ͔ࡂΒ７年໨Λܴ͑Δ୾ৼ౦෦஍਒ʹ͍ͭͯɺொͷ
৬һ͔Β֓ཁΛֶͼ·ͨ͠ɻ
Ұߦ͸ɺ౦೔ຊେ਒ࡂΛͨ͠ݧܦ౦๺̑ݝͷग़਎ऀ̕ਓͰɺࡂ

ग़ͨ٢໺஍͕֐ձֶͳͲΛֶΜͰ͍·͢ɻֶੜ͸ɺਙେͳඃࣾ֐
۠ͳͲΛ๚Εɺਅ݋ͳࠩ͠؟Ͱொͷ๷ࡂ୲౰৬һ͔Βൃੜ௚ޙͷ
ݚͷಓͷΓͳͲͷઆ໌Λฉ͖·ͨ͠ɻްਅொͰͷ࣮஍ڵ΍෮ࢠ༷
म͸ॳΊͯͰɺ21೔͔Β2�೔·Ͱ଺ࡏɻΠϕϯτ΋ख఻͍ொຽ
ͱͷަྲྀΛਂΊ·ͨ͠ɻ

ຊ年౓ͷୈ̍ճްਅொ௡೾๷ࡂ஍Ҭͮ͘Γਪਐٞڠձ͕̔
月21೔ʹްೆձؗͰ։͔ΕɺΧϜνϟπΧ൒ౡԭ஍਒΁ͷ
ொͷରԠ΍ޙࠓͷํ਑ͳͲΛٞ͠ڠ·ͨ͠ɻ
ձٞʹ͸ɺொ͔Βҕ৤Λड͚ͨਪਐٞڠձҕһ12ਓΛؚ

Ή2�ਓ͕ग़੮ɻ໾һվબͰɺձ௕ʹ౦๺ֶӃେֶ।ڭतͷ
ఆ஑༞͞قΜɺ෭ձ௕ͷࣨའۀ޻େֶڭतͷ༗ଜ࣏͞װΜΛ
೚͠·ͨ͠ɻձٞͰ͸ɺ７月�0೔ʹൃੜͨ͠ΧϜνϟπ࠶
Χ൒ౡԭ஍਒ʹΑΔ௡೾ආ೉ରԠ͕ใ͞ࠂΕɺަྲྀαΠτʢ̨
̨̣ʣ౳Λݺͨͬ࢖ͼ͔͚Ͱ඿ްਅւͨډʹ؛໿50ਓͷαʔ
ϑΝʔ͕ආ೉ͨ͜͠ͱͳͲ͕঺հ͞Ε·ͨ͠ɻ
ࡂɺདྷ年̏月ʹʮްਅொ௡೾๷ͯܦ͸ɺ̎ճͷձٞΛޙࠓ

஍Ҭͮ͘Γਪਐܭըୈ̏൛ʯΛެද͢Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ
ఆ஑ձ௕͸ʮؔؔػ܎ͱͷ࿈ܞΛਐΊɺ௡೾๷ࡂ஍Ҭͮ͘Γ
ʹ໾ཱ͍ͯͨʯͱ࿩͠·ͨ͠ɻ

東北学院大学の学生が被災地を学ぶ

第１回厚真町津波防災地域づくり
推進協議会を開催

ްਅொҨ଒ձΛ୅දͯ͠ँࣙΛड़΂Δ౻Ҫོ೭͞Μ

ொ৬һ͔Β୾ৼ౦෦஍਒ͷ֓ཁΛฉֶ͘ੜ

ްਅொઓ຅ऀ௥ౣ͕ࣜ̔月22೔ɺ૯߹෱ࢱηϯλʔͰӦ·Εɺ
Ҩ଒ͳͲؔऀ܎໿�0ਓ͸ٱ߃ฏ和Λ͍ئઓՒͰ٘ਜ਼ʹͳΒΕ
ͨ11�ਓΛౣΈ·ͨ͠ɻ
ઓ�0ޙ年Λܴ͑ɺࡔٶொ௕͸ʮฏ和Λ͢ٻرΔ౒ྗΛଓ͚ɺ

ொຽҰؙͱͳͬͯ;Δ͞ͱͷ໌Δ͍ະདྷΛ੾Γ୓͖͍ͨʯͱࣜ
ࣙΛड़΂·ͨ͠ɻ·ͨɺ๺ւಓ஌ࣄ୅ཧ΍౉෦ٞ௕ɺҰൠஂࡒ
๏ਓ๺ւಓ࿈߹Ҩ଒ձ͸ʮઓ૪Λ஌Βͳ͍ੈ୅ׂ͕̔Λ௒͑·
ͨ͠ɻ࣍ੈ୅ʹྺ࢙ΛޠΓ͗ܧɺٱ߃ฏ和Λਚ͍ͨ͘͠ʯͱ௥
ౣͷࣙΛड़΂·ͨ͠ɻްਅொҨ଒ձձ௕ͷ౻Ҫོ೭͞Μ͸ʮઓ
૪ΛޠΓ͙ܧ੹೚͸Ұ૚ɺॏ͘ͳΓ·ͨ͠ɻฏ和ͷଚ͞Λ͔Έ
͠ΊΒΕΔΑ͏ʹɺ೔ʑ౒ྗ͍͖ͯ͠·͢ʯͱँҙΛ఻͑·ͨ͠ɻ

厚真町戦没者追悼式

ϗοΩ֋Λدଃ͢Δ੢ؘ͞Μ

άϧʔϓϗʔϜʮເ;͏ͤΜ΍ΘΒ͗ʯͰ̕月̔೔ɺ
͜ͷ೔ඦࡀͷ஀ੜ೔Λܴ͑ͨ௡ా๛͞ࢠΜʹொ௕͔Βඦ
णͷॕ͍඼ͳͲ͕ଃΒΕ·ͨ͠ɻ
ཹ๖ࢢग़਎ͷ௡ా͞Μ͸ɺ݁ࠗΛࡀ�2ʹػͰްਅொ
ʹҠॅ͠ɺ෉ͱۚوʹڞଐళΛӦΈͳ͕Β̏ਓͷࢠͲ΋
Λҭͯ·ͨ͠ɻࣾަతͰɺࠓ΋͓͠Ό΂Γ͕͖޷ͱ͍͍
·͢ɻ
͜ͷ೔͸ɺ௕ঁͷ઒੢和͞ܙΜͳͲ਌ྨ΋ಉ੮ͯ͠௕
णΛॕ͍·ͨ͠ɻࡔٶொ௕͸ʮ຤Ӭ͘ɺ͓ؾݩͰ͓ա͝
͍ͩ͘͠͞ʯͱ੠Λ͔͚ͯ৆ঢ়ͱॕ͍ۚΛख౉͢ͱɺ௡
ా͞Μ͸ʮ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·͢ʯͱँײͷݴ༿Λड़΂ɺ
΍΍ۓுͨ͠໘࣋ͪͰه೦ࡱӨʹԠ͡·ͨ͠ɻ

津田豊子さんに町が百寿祝い品贈る

ொ௕ΛڬΜͰه೦ࡱӨ͢Δ൧௩ࣾ௕ʢࠨʣͱখ઒؂ಜʢӈʣ

ඦणΛܴ͑ͨ௡ా͞Μ

໅઒ڠۀړಉ૊߹ްਅࢧॴͷϗοΩ෦ձʢ੢ؘ७೭෦
ձ௕ʣ͸̕月�೔ɺલ඿Ͱਫ༲͛ͨ͠ϗοΩ֋໿2�0 ʢƫ֪
෇͖ʣΛொڭҭҕһձʹدଃ͠·ͨ͠ɻ
ଃ͸ฏ੒22年͔Βଓ͍͍ͯͯɺد৯༻ͷϗοΩ֋ͷڅ
Ͳࢠҭ௕͸ʮڭ౻Ͳ΋ͨͪ΋ָ͠Έʹ͍ͯ͠·͢ɻԕࢠ
΋ͨͪ΋ϗοΩ֋͕େ͖޷Ͱɺຖ年ɺ͜ͷ͕࣌ظདྷΔͷ
Λָ͠Έʹ͍ͯ͠·͢ɻͱͯ΋͍ͯ͠ँײ·͢ʯͱ࿩͢
ͱɺ੢ؘ͞Μ͸ʮ͓͍͍͠ͷͰɺͣ͞࢒ʹ৯΂ͯͩ͘͞
͍ʯͱඍসΈ·ͨ͠ɻ
ϗοΩ֋͸ɺ̕月10೔ʹްਅொֶڅߍ৯ηϯλʔͰ
ϗοΩΧϨʔʹௐཧ͞Εɺٶͷ৿͜Ͳ΋Ԃɺ͜Ͳ΋Ԃͭ
Έ͖ɺ্ްਅখֶߍɺްਅதԝখֶߍɺްೆதֶߍɺް
ਅதֶߍɺްਅߍߴͰ໿�20৯෼͕ৼΔ෣ΘΕ·ͨ͠ɻ

ொͱแׅڠఆΛక͍݁ͯ͠ΔϨουΠʔάϧε๺ւಓ୅
දऔక໾ͷ൧௩༃ࣾ௕ͱখ઒উ໵؂ಜ͕�月�೔ʹொ௕Λ
දܟ๚໰͠ɺࠓγʔζϯͷϢχϑΥʔϜΛଃఄ͠·ͨ͠ɻ
൧௩ࣾ௕͸ʮϗʔϜ։ນઓʹɺްਅொͷখதֶੜΛແྉ
ট଴͠·͢ɻτοϓબखͷεϐʔυײ΍ഭྗΛؒۙͰମײ
ͯ͠΄͍͠ʯͱޠΓɺொ௕͸ʮԠԉ͍ͯ͠·͢ͷͰɺ༏উ
Λ໨ؤͯ͠ࢦு͍ͬͯͩ͘͞ʯͱΤʔϧΛૹΓ·ͨ͠ɻ
แׅڠఆͰ͸ɺεϙʔπΛ௨ͨ͡ޫ؍΍঎ۀৼڵɺࢠͲ
΋ͨͪͷ݈શҭ੒΍݈߁ण໋ͷ૿ਐͳͲΛਤΓɺ࣋ଓతൃ
లΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

鵡川漁協厚真支所のホッキ部会が
給食用にホッキ貝寄贈

レッドイーグルス北海道が
町を表敬訪問

令和７年10月号 2025年10月号11 10



健診・検診・相談・教室など

と き 10月17日（金）、11月21日（金）
10時～15時（１人あたり50分程度）

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

申し込み １週間前までに健康推進グループに
お申し込みください。

こころの相談
心身ともに、こんな変化はありませんか？
・眠れない
・人の視線が気になる
・人に会いたくない
・以前よりイライラする
・何事にも集中できない
・日常生活に支障が出るほどお酒を飲む　など
ストレスなどからくるこころの危険信号かもしれません。
臨床心理士が、本人やご家族のこころの健康や子育ての
悩みを抱える親御さんの相談に応じます。
一人で抱え込まずに、ぜひご相談ください。

日 程 病　　院　　名 住  所（苫小牧市） 電話(0144)
２日（日） 光洋いきいきクリニック 光洋町1–16–16 71–2700
３日（月祝） とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町2–17–12 31–2000
９日（日） 同樹会苫小牧病院 新中野町3–9–10 36–1221
16日（日） 苫小牧日翔病院 矢代町2–9–13 72–7000
23日（日） アーク整形外科クリニック ときわ町3–15–34 68–6111
24日（月祝）苫小牧泌尿器科・循環器内科 明野新町2–1–12 57–0455
30日（日） こうよう泌尿器科クリニック 光洋町2–6–13 82–8620

11月の夜間・日曜・祝日の医療機関

˞มߋʹͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻපӃ΍৽ฉͳͲͰࣄલʹ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

外科系
苫小牧市夜間休日急病センター

住　　所 苫小牧市旭町2–9–2
電　　話 0144–32–0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
日曜祝日 ９時～翌朝7時

内科・小児科系 ਍ྍ࣌ؒɿ̕ ࣌d1�࣌

保健所の相談
໰͍߹Θͤɹ಩খ຀อ݈ॴ�ὸ01��ô��ô�1��

相 談 ・ 検 査 の 名 称 日　程
女性の健康相談 第１木曜日

※休日の場合
は第２木曜日

妊娠、出産、子育てなど女性の心身
の相談
肝炎ウィルス検査・梅毒検査

月２回感染が疑われる方は無料
（要事前確認）
骨髄バンク登録 要事前予約

（随時受付）登録の基準があります
ＨＴＬＶ－１抗体検査 要事前予約

（随時受付）10日前までに予約してください
ＨＩＶ検査（エイズ相談）

月２回
無料、匿名検査（要事前確認）

エイズ専用電話☎0144-35-7474

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp　☎0120-20-8699　☎011-221-8699(携帯·PHSから)

北海道救急医療・広域災害情報システム

住民課 健康推進グループ　☎26‒7871（総合ケアセンターゆくり内）こどもの予防接種

予約時は、予防接種専用サイトで接種対象であるかどうかを確認してください。専用サイトと母子健康手帳の接種履
歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

接 種 日
未 就 学 児 水 曜 日 14時～15時（この時間は一般診療休み） 予防接種

専用サイト
小 学 生 ～19歳 月・ 金 曜 日 ９時～12時、14時～17時

水 曜 日 ９時～12時、15時～17時
予 約 / 受 付
接 種 場 所

あつまクリニック　☎ 27–2422　京町15
前の週の金曜日までに予約が必要です〈予約受付時間:９時～12時、15時～17時〉

持 ち 物 母子健康手帳、予診票

対象者 標準的な接種期間と回数
ロタウイルス（１価） ੜ̒ޙʙ2�िະຬ ùþ೔Ҏ্͚͋ͯ̎ճɹ˞̍ճ໨͸1�ि̒೔·Ͱʹ઀छ

B 型 肝 炎 ੜ̎ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ïॳճðùþ೔Ҏ্͚͋ͯ̎ճ
ʢ௥Ճʣ̍ ճ໨ऴ͔ྃޙΒù÷िҎ্͚͋ͯ̍ճ

ヒ ブ（※1） ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙ７Χ月ະຬʢùþ೔Ҏ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢ௥Ճʣॳճ７ޙʙ1�Χ月͚͋ͯ̍ճ

小児肺炎球菌 ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙ７Χ月ະຬʢ2�೔Ҏ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢ௥ՃʣੜޙøùʙøüΧ月ະຬʢॳճޙý÷೔Ҏ্͚͋ͯ̍ճʣ

四 種 混 合（※1）
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ） ੜ2ޙʙĀ÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙøùΧ月ະຬʹù÷ʙüý೔͚͋ͯ̏ճ

ʢ௥ՃʣॳճޙøùʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

五 種 混 合（※2）
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ・ヒブ）ੜ2ޙʙĀ÷Χ月ະຬ

ʢॳճʣੜ̎ޙʙ７Χ月ະຬʹɺù÷ʙüý೔͚͋ͯ̏ճ
ʢ௥Ճʣॳճ̒ʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

二 種 混 合
（ジフテリア・破傷風） 11ʙ1ࡀ�ະຬ Ͱ̍ճࡀ11

B C G ੜ̑ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ੜ̑ޙʙ�Χ月ະຬʹ̍ճ

ＭＲ混合
（麻しん・風しん）

ʢ 12ʙ2�Χ月·Ͱޙʣੜظ̍
ʢ̎ظʣ年௕ࣇ૬౰ʢबֶલͷ̍ 年ؒʣ̍ظɺ̎ ͱ΋ʹ̍ճظ

水痘（水ぼうそう） ੜ12ޙʙ��Χ月ະຬ
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ৔߹͸ର৅֎

	ॳճ
ੜޙøùʙøüΧ月ະຬʹ̍ճ
	௥Ճ
ॳճ̒ޙʙøùΧ月͚͋ͯ̍ճ

おたふくかぜ（任意） Ҏ্ࡀ̍
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ৔߹͸ର৅֎

Ҏ্Ͱ̍ʙ̎ճࡀ̍
˞ொಠࣗͷॿ੒ʹΑΓ̍ ʙ̏ Ͱͷॳճ·ࡀ ճ̍ͷΈແྉ

日 本 脳 炎
ʢ Χ月ະຬ̒ࡀΧ月ʙ７̒ޙʣੜظ̍
ʢ̎ظʣ̕ ʙ1ࡀ�ະຬ
˞ಛྫର৅ऀ͸20ࡀະຬ·Ͱ઀
छՄ

ʢ̍ظॳճʣ̏ ɿ̒ࡀ ʙùÿ೔͚͋ͯ̎ճ
ʢ̍ظ௥Ճʣ̐ ɿ̍ࡀ ໿̍年͚͋ͯ̍ճޙॳճऴྃظ
ʢ̎ɹɹظʣ̕ ɿ̍ࡀ ճ

ＨＰＶ
（ヒトパピローマウイルス）

（9価）

খֶ̒ߍ年ੜʙ̍ߍߴ年ੜ૬౰ͷ
ࢠঁ

தֶ̍年ੜ	�Χ月͚͋ͯ̎ճ

˞̍ճ໨ͷ઀छ͕øüࡀΛ௒͑ͨ৔߹͸̏ճ
	̎Χ月Ҏ্͚͋ͯ̎ճ઀छͨ͠ޙɺ̍ ճ໨͔Β̒Χ月Ҏ
্͚͋ͯ̍ճ


（※1）令和６年３月31日までに接種を開始している方は、同じワクチンで接種を終えてください。
【重要】四種混合ワクチンの生産終了の決定に伴い、接種可能期間はワクチンの在庫がある間までとなりました。四種混合の

計４回接種が完了していない方は、必ず健康推進グループまでご相談ください。
（※2）令和６年４月１日から新たに接種を開始する方は、五種混合ワクチンが適用されます。（ヒブおよび四種混合は対象外）

総合がん検診

対 象
①胃がん：40歳以上
②大腸がん：40歳以上
③前立腺がん：50歳以上の男性

④乳がん：40歳以上の女性（昭和偶数年生まれ）
⑤子宮がん：20歳以上の女性（昭和偶数年生まれ・平成奇数

年生まれ）
と き 11月７日（金）、令和８年１月13日（火）※時間等は申込者に後日通知

と こ ろ 北海道対がん協会札幌がん検診センター（厚真町からの送迎あり）
※②のみの場合は、センターへの来院不要

申し込み 検診実施日の１カ月前までお申し込みください。
詳細は、広報あつま９月号折込の案内チラシをご覧ください。※要事前予約

乳児健診

対 象 ①令和7年5月21日～令和7年8月19日生まれ
②令和6年11月21日～令和7年2月19日生まれ

と き
ところ

11月1�೔ʢਫʣɹ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γ
ผʹҊ಺ݸ˞

持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アンケート、歯ブラシ（②のみ）

令和７年10月号 2025年10月号1� 12



健康情報
住民課 健康推進グループ　☎26-7871
（総合ケアセンターゆくり内）

貧血とは？
～日常生活の工夫で貧血を予防しましょう～

柿
かき

崎
ざき

瞳
ひとみ

担  当
保健師

立
ち
上
が
っ
た
時
に
ク
ラ
ク
ラ

す
る
、
疲
れ
が
取
れ
な
い
等
の
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
し
か
す

る
と
、
貧
血
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

20
〜
40
歳
代
の
女
性
の
う
ち
65
％

が
貧
血
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
症

状
が
出
な
い
場
合
が
多
く
、
貧
血

の
背
景
に
は
別
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
早
め
に

気
づ
い
て
対
処
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

血
液
中
の
赤
血
球
の
中
に
は
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く

質
が
あ
り
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
肺

で
酸
素
と
結
合
し
て
酸
素
を
全
身

へ
運
び
ま
す
。

貧
血
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
減

り
、
体
中
の
骨
や
臓
器
に
十
分
な

酸
素
を
運
べ
な
く
な
る
状
態
を
指

し
ま
す
。
貧
血
の
基
準
値
は
、
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
が
男
性
13・
０

ｇ
／
㎗ 
未
満
、
女
性
は
12・
０
ｇ

／
㎗ 
未
満
で
す
。
女
性
に
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
男
女
や

年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
発
症
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

貧
血
の
症
状
と
要
因

●
下
ま
ぶ
た
の
裏
が
白
い
▽
眼
瞼

結
膜
の
毛
細
血
管
の
血
流
不
足

●
め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
▽
脳
へ

の
酸
素
供
給
が
不
足

●
疲
れ
や
す
い
・
だ
る
い
▽
体
中

の
細
胞
に
酸
素
が
届
け
ら
れ

ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
作
ら
れ
に

く
い

●
息
切
れ
・
動ど
う
悸き

▽
血
液
に
よ
っ

て
運
ば
れ
る
酸
素
の
量
が
減
少

し
、
肺
や
心
臓
に
負
担
が
か
か

る
●
爪
が
薄
く
な
る
、
ス
プ
ー
ン
爪

▽
爪
に
酸
素
が
行
き
届
か
な
い

こ
と
で
新
陳
代
謝
（
古
い
細
胞

が
新
し
い
細
胞
に
生
ま
れ
変
わ

る
サ
イ
ク
ル
）
が
低
下
し
、
爪

が
薄
く
割
れ
や
す
く
な
る
「
二

枚
爪
」
や
、
爪
の
中
央
が
へ
こ

ん
で
ス
プ
ー
ン
の
よ
う
に
な
る

「
ス
プ
ー
ン
爪
」
等
が
生
じ
る

貧
血
の
種
類
と
原
因

①
鉄
欠
乏
性
貧
血
▽
体
内
の
鉄
分

不
足
で
起
こ
る

②
巨
赤
芽
球
性
貧
血
▽
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
12
や
葉
酸
不
足
で
起
こ
る

③
溶
血
性
貧
血
：
先
天
性
の
遺
伝

子
異
常
や
自
己
免
疫
疾
患
に
よ

り
、
赤
血
球
が
体
内
で
壊
さ
れ

る
こ
と
で
起
こ
る

④
再
生
不
良
性
貧
血
：
赤
血
球
や

白
血
球
、
血
小
板
を
作
る
機
能

の
低
下
に
よ
り
起
こ
る

⑤
病
気
等
に
よ
る
出
血

な
ど

日
常
生
活
で
の
工
夫

●
１
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
と
る(

赤
血
球
を
作
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る)

●
鉄
分
を
含
む
食
品
を
積
極
的
に

と
る

(例)
レ
バ
ー
、
赤
身
肉
、
青
菜
類
、

魚
介
類
、
大
豆
製
品
等

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
鉄
分
を
含
む
食

品
を
一
緒
に
と
る
（
鉄
分
の
吸

収
を
助
け
る
働
き
が
あ
る
）

(例)
ツ
ナ
＋
じ
ゃ
が
い
も
、
厚
揚

げ
の
煮
び
た
し
＋
い
ち
ご

●
食
前
の
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
緑

茶
を
控
え
る
（
鉄
分
の
吸
収
を

妨
げ
る
働
き
が
あ
る
）

●
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
る

●
毎
年
健
診
を
受
け
て
自
分
の
身

体
の
状
態
を
知
る

●
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
適
切

な
治
療
を
受
け
る

貧
血
は
、
誰
で
も
な
り
う
る
身

近
な
状
態
で
す
。
自
覚
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
放
置
せ
ず
に
か
か
り

つ
け
医
等
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
迷
っ
た
と
き
は
、
住
民
課

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
に
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

今月のテーマ

〔新規入園園児〕
①支給認定申請書兼こども園利用申込書
②就労証明書など（2号・3号認定）
③アレルギーに関する調査票

・上記以外にも書類の提出が必要になる場合があります。
・ 必要書類はこども園でも配布しています。町ホームページからも

ダウンロードできます。※すべての書類がそろい次第、提出してください。
住民課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26–7872
※上厚真支所と各こども園でも申し込み書類を受け付けます。

〔継続利用園児〕
①現況届
②就労証明書など（2号・3号認定）

こども園を利用するには、支給認定の申請が必要です。
対象年齢は令和８年４月 1 日現在となり、認定区分で内容や利用時間が異なります。

10月20日（月）から11月21日（金）まで

認定について

募 集 期 間
※支給認定証の交付および入園決定通知は12月下旬に送付する予定です。
※園児の面談および入園説明会などは入園決定後に各こども園で行います。
※令和7年度から継続して利用する場合の提出書類は各こども園から配布します。

右記の「保育の必要な事由」
に保護者全員が該当すると
認められる場合に、保育を
受けることができます。事由
により保育の必要量（利用で
きる時間）が判定されます。

保育の必要な事由と
保育の必要量について

อҭͷඞཁͳࣄ༝ ඪ४࣌ؒೝఆ ୹࣌ؒೝఆ
ᶃ月ʹ��࣌ؒҎ্ͷब࿑ ʓ ʓ
ᶄ೛৷ɾग़࢈ʢؒظʹҰఆͷ੍͕͋ݶΓ·͢ʣ ʓ
ᶅ࣬පɾෛইɾো͕͍Λ༗͍ͯ͠Δ ʓ
ᶆಉډͷ਌଒ʢ௕ؒظೖӃ౳ΛؚΉʣͷհޢɾޢ؂ ʓ ʓ
ᶇ਒ࡂɾ෩ਫ֐ɾՐͦࡂͷଞͷ֐ࡂͷ෮چ ʓ
ᶈܧଓతͳٻ৬׆ಈɾۀىͷ४උ ʓ
ᶉबֶɾ৬܇ۀ࿅౳ ʓ ʓ
ᶊࣇಐٮ଴ɾ̙̫ ʓ
ᶋ�ҭۀٳࣇதͰɺ͢ͰʹอҭΛར༻͍ͯ͠Δܧ͍͕ͯࢠ
ଓར༻͕ඞཁͳ৔߹ʢԼͷࡀ͕̎ࢠʹͳΔ月ͷ຤೔·Ͱʣ ʓ

提 出 書 類

提出・問い合わせ

令和8年度　園児募集こども園つみき（公立） 宮の森こども園（私立）

教 育 保 育 　 ※保育の事由に該当する場合
1号認定 ２号認定 3号認定
満３歳以上 満３歳以上 生後６カ月以上満３歳未満

教育標準時間認定
教育時間：8時45分～13時

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり８時間以上
保育標準時間認定 保育時間：7時30分～18時30分

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり４時間以上８時間まで
保育短時間認定　　保育時間：8時30分～16時30分､ 9時～17時

厚真子育て支援センター ☎27－2438　ژொ152ʢ͜Ͳ΋ԂͭΈ͖ʹซઃʣ
厚南子育て支援センター ☎28－3155　্ްਅ25�Ȃ�ʢٶͷ৿͜Ͳ΋Ԃʹซઃʣ
ԉηϯλʔ·ͰࢧҭͯࢠΈ͸ձ৔ͱͳΔࠐͳͲͷਃ͠࠲ߨ˞

ਃ͠ࠐΈɾ໰͍߹Θͤɾ༧໿ɾ૬ஊ

·自由開放…月曜～金曜日９時～12時/13時～15時　·サークル活動（予約制）…月曜～金曜日　13時～15時

地域子育て相談機関
月曜～金曜日 15時～17時〔要予約〕

皆さんの子育てに
親身に寄り添いサポートします。

困った時は一人
で悩まず、ご相談
ください。

ＬINEで予約

11月の よてい
子育て支援センター

子育て講座  かんたんパン作り
内　容： ひと晩寝かせて、こねずに

焼ける簡単手作りパン！
日　時： 11月5日（水）

10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
参加費：500円（材料費）
持ち物： 保冷バック・保冷剤
定　員：7組
申し込み：10月29日（水）まで

子育て講座  フラワーアレンジメント
内　容： 初心者でも簡単！！好きな

お花を選んでアレンジメン
トを楽しみませんか？

日　時： 11月11日（火）
10時～11時

場　所：厚南子育て支援センター
参加費：1000円
定　員：7組
申し込み：11月4日（火）まで

町ホームページ

３歳のお子さんの写真を募集しています。住所、
氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふ
りがな）、電話番号を明記の上、まちづくり推進
課企画調整グループへ。　
〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp こはるさんせなさん

令和７年10月号 2025年10月号15 1�
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■
第
33
回
日
本
・
韓
国
・
中
国
ジ
ュ
ニ
ア
交

流
競
技
会（
８
月
22
日
〜
29
日
）

今
夏
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
の
砲
丸
投
げ
で
優
勝
し
た
２
年
生
の
大
垣

尊
良
さ
ん
が
、
陸
上
競
技
日
本
選
手
団
の
一

員
と
し
て
中
国
で
開
か
れ
た「
第
úú
回
日
本
・

韓
国
・
中
国
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
競
技
会
」
に
出

場
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
目
指
し
、

今
後
も
各
種
大
会
や
合
同
合
宿
等
に
参
加
し

ま
す
。
経
験
を
重
ね
て
、
夢
を
か
な
え
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■
高
文
連
美
術
部
支
部
大
会（
８
月
21
日
）

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
高
文

連
美
術
部
支
部
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏

休
み
中
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
加
藤
恵

子
さ
ん
に
出
展
作
品
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
４
人
の
生
徒
が
参
加
し
、
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
２
年
生
の
中
野
心
睦
さ
ん
の

全
道
大
会
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
合
同
合
宿（
８
月
５
日
〜
８

日
）厚

真
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
東
胆
振

管
内
３
校
（
苫
小
牧
東
高
、
鵡
川
高
、
厚
真

高
）
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
合
同
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
連
日
、
技
術
面
や
精
神
面
の
向

上
に
加
え
、
同
年
代
と
の
交
流
を
図
る
な
ど
、

実
り
多
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
夏
休
み
明
け
全
校
集
会（
８
月
22
日
）

本
校
体
育
館
で
、
夏
休
み
明
け
の
全
校
集

会
を
開
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
約
１
カ

月
の
夏
休
み
を
終
え
て
、
家
庭
や
地
域
活
動

へ
の
参
加
、
学
習
や
部
活
動
等
を
通
じ
て
ひ

と
回
り
大
き
く
成
長
し

た
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
夏

休
み
前
に
出
さ
れ
て
い

た
課
題
の
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、

確
認
テ
ス
ト
を
行
い
、

真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

■
高
文
連
写
真
部
顧
問
会
議
・
高
文
連
支
部

写
真
展（
８
月
29
日
）

午
後
か
ら
本
校
体
育
館
で
、
今
年
度
の
写

真
部
顧
問
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
苫
小
牧

支
部
参
加
校
９
校
の
顧
問
と
審
査
委
員
が
参

加
し
て
、
９
月
ø÷
日
開
催
の
支
部
高
文
連
写

真
展
に
向
け
て
、
事
前
審
査
や
確
認
事
項
を

協
議
し
ま
し
た
。
写
真
展
は
、
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
約
１
５
０
人
の
生
徒
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
前
期
期
末
考
査（
９
月
４
日
〜
９
日
）

前
期
期
末
考
査
を
行
い
ま
し
た
。
厚
真
高

校
を
は
じ
め
、
全
道
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が

２
学
期
制
や
２
期
制（
単
位
制
）を
導
入
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
考
査
は
、
４
月
か
ら
学
習

し
た
前
期
最
後
の
確
認
と
な
り
ま
し
た
。

Vol.310
ͷऔΓ૊Έ͸ߍֶ
ϗʔϜϖʔδͰ΋ʂ

ʮΑΓΈֶͪࣷʯ͸
ްਅߍߴͱ஍Ҭ͕
࿈͠ܞͳ͕Β
์՝ޙΛར༻ͯ͠

ੜె͕ࣗΒ໨ඪΛൃ͠ݟ
௅ઓ͢ΔެӦक़Ͱ͢ɻ

育まれる連帯感
ொ಺ͷాΜ΅Ͱ̕月12೔ɺްਅ̍ߍߴ年ੜͱҰ

ॹʹҴמΓΛ͍ߦ·ͨ͠ɻటʹ·ΈΕͳ͕Βय़ʹ
බΛ২͑ͯҭͯͨҴͰ͢ɻલ೔ͷ߱ӍͰా͕͵͔
ΔΜͰ͓Γɺੜెͨͪ͸ԚΕΔ͜ͱʹͲΕ͘Β͍

఍͕͋߅Δͷ͔ؾʹ͔͚͍ͯ·͕ͨ͠ɺ৺഑͸Αͦʹ1ਓ͕཰ઌͯ͠ಈ͖࢝ΊΔͱҰ
੪ʹۀ࡞ΛਐΊͯ͘Ε·ͨ͠ɻͨ͘·͠͞Λ࣮ͨ͠ײॠؒͰ͢ɻ
࣮͸ɺय़ͷా২͑Ͱ͸ɺԚΕΔ͜ͱʹڋ൱൓ԠΛࣔͨ͠Γܽ੮͢Δੜె΋͍ͨͷͰ

͢ɻ͋Ε͔Β̐Χ月ɻۀ࡞΁ͷؔΘΓํʹେ͖ͳมԽ͕ੜ·Ε·ͨ͠ɻמΓऔͬͨҴ
ΛόέπϦϨʔํࣜͰ͋ͥಓʹ·ͱΊΔۀ࡞Ͱͷग़དྷࣄͰ͢ɻֶࡇߍͳͲͷֶࣄߦߍ
Λͪ͏͍ͯ͘͠ݧܦʹओମੑ͕ҭ·ΕɺΫϥεͷதͰʮ໧ʑͱۀ࡞ΛਐΊΔੜెʯʮ࡞
Λօʹ఻ୡ͢Δੜెʯͱ໾ࣔࢦΛ੝Γ্͛Δੜెʯʮઌੜ͔Βͷؾதʹશମͷงғۀ
ׂ෼୲͕ਐΈɺޮۀ࡞཰͸֨ஈʹ্͕ΓɺΫϥεͷ࿈ଳ͕ײੜ·Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ
͠ݱΓͰମמɻҴ͢·͠ߦͷੜెձ͸ɺ2ɼ�年ੜ͔Β1ɺ2年ੜʹҠߴ月͔Βްࠓ

ͯ͘Εͨ࿈ଳײΛߴʹߋΊɺੜెձ׆ಈ΋େ͍ʹ੝
Γ্͛ͯ΄͍͠ͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ
͜ͷֶ年ͷ௕ॴ͸ʮશମͷงғ࡞ؾΓͰਓΛ͖ר

ΛੵΈॏͶɺ৽ݧܦͷதͰ׆ੜߍΜͰ͍͘ʯɻֶࠐ
ೖੜʹ༏͘͠པΓ͕͍ͷ͋Δ্ڃੜʹͳΔΑ͏ɺख
Λࠩ͠৳΂ͳ͕Βݟक͍ͬͯͭ͘΋ΓͰ͢ɻ
教育魅力化支援員　山中　恵杜

厚真町で活動している地域おこし協力隊をご紹介！

現在活動している協力隊〈９月末現在〉

೶ۀ ˜̔ਓɹɹڭҭັྗԽ ˜̎ਓɹޫ؍ ˜̍ਓ
ܕۀى ˜̕ਓɹڠಇܕ ˜̑ਓɹεϙʔπ ˜̍ਓ

―これまでの経歴について教えてください。
খֶੜͷ͔ࠒΒ༸෰ʹڵຯΛ࣋ͪɺকདྷ͸෰ʹܞΘΔ

ۀଔߍߴΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ͏ࢥʹΛ͍ͨ͠ͱࣗવࣄ࢓
ਐֶ͠ɺσβΠϯ΍ύλʔϯɺʹߍຈͷ෰০ઐ໳ֶࡳ͸ޙ
๓੡ͳͲ෯ֶ͘޿ͼ·ͨ͠ɻଔޙۀ͸٬ͱͯ͠௨͍ͬͯ
ͨηϨΫτγϣοϓʹब৬͠ɺൢചһͱͯ͠໿1�年ؒ
ಇ͖·ͨ͠ɻ઀٬ൢചͷ΄͔ɺ঎඼ͷ࢓ೖΕ΍༧؅ࢉཧɺ
ਓࡐҭ੒ͳͲɺళฮӡӦͷશൠΛ୲͖ͬͯ·ͨ͠ɻ
—厚真町に来たきっかけは？
αʔϑΟϯ͕झຯͳͷͰɺे਺年લ͔Β඿ްਅւ؛ʹ

௨͍ͬͯ·ͨ͠ɻͦΕҎલʹ΋࠾ࡊࢁΓ΍ྲྀܢ௼ΓͰ๚
ΕΔ͜ͱ΋ଟ͘ɺްਅொ͸ෆٞࢥͱԑͷ͋ΔொͰͨ͠ɻ
΋ۀͰͷ։ژຈ΍౦ࡳΊɺ࢝͑ߟΛա͗ͯಠཱΛࡀ�0
΍ίϩφՒٴɺΠϯλʔωοτ௨ൢͷී͕ͨ͠·͠౼ݕ
ͱ͍ͬͨϑΝογϣϯۀքͷมભΛ͠ݧܦɺʮ౎ձʹ͜
ͩΘΔඞཁ͸ͳ͍ʯͱ͍͏͘ڧ͕ͪ࣋ؾͳΓ·ͨ͠ɻͤͬ
͔͘Ͱ͋Ε͹େ͖޷ͳ౔஍Ͱ։͍ͨ͠ۀͱ͍ࢥɺްਅொ
͕ਅͬઌʹු͔ͼ·ͨ͠ɻ

—どのような事業を始める予定ですか？
༸෰Λ࣠ʹɺαʔϑΟϯ΍εϊʔϘʔυɺΞ΢τυΞ

ͳͲϥΠϑελΠϧશମΛఏҊͰ͖ΔηϨΫτγϣοϓ
Λͭ͘Γ͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ౎ձͷ͓ళ΍Πϯλʔωο
τͰ͔͠खʹೖΒͳ͍঎඼΋औΓͦΖ͑ɺ঎඼ͷ੡଄എ
ʹؾʹखʹऔͬͯຊ౰ʹࡍͳͲ΋͝Ҋ಺͠ͳ͕Βɺ࣮ܠ
ೖͬͨ΋ͷ͕ߪೖͰ͖Δ͓ళʹ͍ͨ͠Ͱ͢ɻϑΝογϣ
ϯʹڵຯͷͳ͍ํ΋ɺͪ ΐͬͱͨ͠ϓϨθϯτΛ୳͢ͳͲɺ
΍ϑΣߓɻ·ͨɺۭ͢·͍ͯ͑ߟ๚Εͯ΄͍͠ͱʹܰؾ
Ϧʔλʔϛφϧʹ͍ۙͨΊɺαʔϑΟϯ΍εϊʔϘʔυ
Ͱ๚Εͨಓ֎ͷํཱ͕ͪدΓ΍͍͢஍ͷརΛੜ͔͠ɺདྷ
ொ͢Δ͖͔͚ͬʹͳΕͨΒ͏Ε͍͠Ͱ͢Ͷɻ
—ローカルベンチャースクールに参加した感想は？
͍ͯ͑ߟҰਓͰ͚ͯ޲ʹՃͯ͠Α͔ͬͨͰ͢ɻಠཱࢀ

ͯ΋ɺ෼͔Βͳ͍͜ͱͩΒ͚Ͱͨ͠ɻଟํ໘ͷઐ໳Ո͔
ΒΞυόΠεΛ΋Β͑ͨ͜ͱͰɺ՝୊΋໌֬ʹͳΓɺࣗ
෼͕͢΂͖͜ͱ͕෼͔Γ·ͨ͠ɻ௅ઓ͍ͯ͠Δ஥ؒͱͷ
ग़ձ͍΋ܹࢗʹͳΓ·ͨ͠ɻ

飯
いいざわ
澤 公

こ う き
規さん

起業型地域おこし協力隊

ண೚ɿ令和７年̐月ʢ̍年໨ʣ
ग़਎ɿཹ๖ࢢ

ްਅொͱΈͳ͞Μͷؔ܎Λͭͳ͙΢Σϒ
αΠτʮ͋ͭ·ͷ͓ͱʯͰ͸ɺ஍Ҭ͓͜
ͷ৘ใΛ͸͡Ίɺொͷʮώτɾୂྗڠ͠
ίτɾϞϊʯɺʮ௅ઓͱग़ձ͍ʯͷ৘ใΛ
ൃ৴͍ͯ͠·͢ɻ

͠Μͷ͚͢͞Μ

͸Δ͖͞Μ Έͷ͞Μ

͋͜͜͞Μ͗Μ͠͞Μ
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防災のページ
໰͍߹Θͤɹ૯຿՝�৘ใ๷ࡂάϧʔϓ�ὸ2�ô2��1

避難所生活の注意事項

ಉڞΒΕۭͨؒͷதͰେ੎ͷਓ͕ݶΔ৔߹ɺ͢׆ੜͯ͠ආ೉ॴͰੜൃ͕֐ࡂ
ੜ͢׆Δ͜ͱʹͳΓ·͢ɻආ೉ॴͰշదʹաͨ͢͝Ίʹ͸ɺϧʔϧΛकΓආ೉
ऀ΋ආ೉ॴӡӦʹؔΘͬͯྑ޷ͳڥ؀Λอͭ͜ͱ͕େ੾Ͱ͢ɻ࣍ͷ̐ͭͷϙΠ
ϯτΛ৺ֻ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

ɺ٤Ԏ৔ॴͳํ͍࢖চɾब৸࣌ؒɺτΠϨͷى
ͲͷϧʔϧΛकΓ·͠ΐ͏ɻ΄͔ͷਓͷॅډε
ϖʔεʹཱͪೖͬͨΓɺͷ͍ͧͨΓɺେ੠Λ্
͛Δͷ͸Ϛφʔҧ൓Ͱ͢ɻঁੑ΍ࢠͲ΋ɺྸߴ
ऀ౳ͷཁ഑ྀऀͷҙݟΛΑ͘ฉ͖·͠ΐ͏ɻ

Ͱ͖ΔൣғͰॿ͚߹͍ͳ͕Βආ೉ॴӡӦʹࢀՃ
͠·͠ΐ͏ɻ

ஈϘʔϧϕου΍ύʔςʔγϣϯ͕͋ΔͱศརͰ͢ɻ
Λҡ࣋͠ڥɺӴੜ؀ͯ͠ʹࢭېεϖʔε͸౔଍ॅډ
·͠ΐ͏ɻ

エコノミークラス症候群や一酸化炭素中毒に注意しましょう
˖௕࣌ؒಉ࢟͡੎Ͱ͍Δͷ͸ආ͚ɺͰ͖Δ͚ͩମΛಈ͔͠·͠ΐ͏
˖े෼ͳਫ෼ΛऔΓ·͠ΐ͏
˖ఆظతʹ͠ؾ׵·͠ΐ͏

ෆ৹ऀΛ͚͔ͨݟ৔߹͸ɺ׭࡯ܯ΍ࢪઃ୲౰ऀ
ʹ࿈བྷ͠·͠ΐ͏ɻ

マイナ保険証を活用した救急業務を開始

୾ৼ౦෦ফ๷૊߹ὸ2�Ȃ�100

マイナ救急の流れ

ইපऀͷϚΠφอূݥʢ݈߁อূݥར༻ొ࿥Λͨ͠ϚΠφϯόʔΧʔ
υʣΛۀٸٹͨ͠༺׆຿͕10月̍೔͔ΒɺશࠃҰ੪ʹελʔτ͠·ͨ͠ɻ
୾ৼ౦෦ফ๷૊߹ফ๷ຊ෦Ͱ͸ɺ̑ୂͰӡ༻͠·͢ɻইපऀຊਓͷಉҙ
ΛಘͯɺϚΠφอূݥͷҩྍ৘ใ౳Λंٸٹ಺ͷઐ༻ثػͰಡΈऔΓɺ
Λબఆ͢ΔͳͲؔػ༗ͯ͠ద੾ͳॲஔ΍ൖૹઌҩྍڞһ͕৘ใΛୂٸٹ
ޮ཰తʹۀٸٹ຿Λ͍ߦ·͢ɻ

消防からのお知らせ

住宅用火災警報器を設置しましょう

໰͍߹Θͤɹ୾ৼ౦෦ফ๷૊߹ফ๷ॺްਅࢧॺɹὸ2�Ȃ�11�

「地震火災」を知っていますか？

ॅ୐༻Րܯࡂใثͷઃஔ͸ɺফ๷๏Ͱٛ຿͚ͮΒΕ͍ͯ·͢ɻொ಺ͷઃஔ཰
͸̔月຤࣌఺Ͱશੈଳ਺ͷ���0ˋͰ͢ɻ୾ৼ౦෦ফ๷૊߹ফ๷ॺްਅࢧॺ͸ɺ
ະઃஔͷॅ୐΁ͷීٴɾଅਐͷऔΓ૊Έͱͯ͠ɺްਅொʹ͢ॅډΔ�5ࡀҎ্
ͷΈͷੈଳΛର৅ʹɺॅ୐༻Րܯࡂใثऔ෇අ༻څ෇ۀࣄΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

౦೔ຊେ਒ࡂͰൃੜͨ͠ՐࡂͰ͸ɺݪҼ
͕ಛఆͰ͖ͨՐࡂͷ͏ͪա൒਺͕ిىʹؾ
Ҽ͍ͯ͠·ͨ͠ɻఀి͔Β࠶௨ి࣌ʹग़Ր
͢Δɺ͍ΘΏΔʮ௨ిՐࡂʯͷൃੜ͕ݒ೦
͞Ε͍ͯ·͢ɻ
͢·Ͱ͸ʮ଱਒ϒϨʔΧʔʯ΋͋Γࡏݱ

ͷͰɺ͝ՈఉͷϒϨʔΧʔΛ֬ೝ͍ͯͨ͠
ͩ͘͜ͱ΋ॏཁͰ͢ɻେ੾ͳੜ໋ɾ࢈ࡒΛ
कΔͨΊͷ৺͕͚Ͱ͢ɻ

●具体的に想定される「通電火災」の要因
ɾ�స౗ͨ͠Ո۩ͷԼෑ͖ʹͳΓଛইͨ͠഑ઢͳͲʹ࠶௨ి͠
ͯൃ೤ɾൃՐ͢Δɻ

ɾ�མԼͨ͠Χʔςϯɾચ୕෺ͱ͍ͬͨ೩͑΍͍͢෺͕ώʔλʔ
ʹ઀৮ͨ͠ঢ়ଶͰ࠶௨ిͯ͠ணՐ͢Δɻ

●「通電火災」を防ぐために
ɾఀిத͸ిԽ੡඼ͷεΠονΛ੾ΓɺిݯϓϥάΛൈ͘ɻ
ɾආ೉͢Δͱ͖͸ϒϨʔΧʔΛམͱ͢ɻ

消 せ

ইපऀ͕৘ใͷӾཡʹಉҙ͢Δ һ͕ইපऀͷୂٸٹ
ҩྍ৘ใΛӾཡ͢Δ

病歴
処方歴

受診歴

・適切な処置が受けられる

ϚΠφϯόʔΧʔυΛಡΈऔΔ
˞҉ূ൪号ͷೖྗ͸ෆཁ

●生活ルールを守りましょう

●役割分担して運営に参加しましょう

●生活環境の改善に努めましょう

●犯罪に気を付けましょう

車の中で
避難生活を
する場合

同意

・傷病者の説明負担が軽減

令和７年10月号 2025年10月号1� 1�



˞ड෇ؒظ͸క੾೔ඞண
ͳΔ৔ʹߋมʹٸ೔ఔ͕ݧࢼ˞
߹͕͋Γ·͢ɻ
■一般曹候補生（第３回試験）
応募資格▶1ࡀ�Ҏ্ࡀ��ະຬ
ʢ�2ࡀ͸ཁ࿈བྷʣ
受付期間▶11月21೔ʢۚʣ·Ͱ
試験日程▶11月2�೔ʢ౔ʣʙ12
月̐೔ʢ໦ʣͷ̍೔
試験科目▶චݧࢼهʢ΢Σϒࢼ
ɾ਺ޠࠃɿݧ ɾֶӳޠɾ࡞จɾదੑ
ʣࠪݕ
˞ୈ̎ճݧࢼ·Ͱͷ࠾༻਺Ͱ࣮
ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ͠ࢪ
■自衛官候補生（第４回試験）
応募資格▶1ࡀ�Ҏ্ࡀ��ະຬ
ʢ�2ࡀ͸ཁ࿈བྷʣ
受付期間▶10月1�೔ʢՐʣʙ11

月̒೔ʢ໦ʣ
試験日程▶11月1�೔ʢ೔ʣ·ͨ
͸1�೔ʢ月ʣ
試験科目▶චݧࢼهʢ΢Σϒࢼ
ɾ਺ޠࠃɿݧ ɾֶࣾ ձɾ࡞จɾదਖ਼
ࠪݕɺ਎ମݧࢼड़ޱʣɺࠪݕ
■高等工科学校生徒（一般）
応募資格▶令和̔年̐月̍೔ݱ
ະຬࡀ�Ҏ্1ࡀ15ࡏ
受付期間▶令和̔年1月15೔
ʢ໦ʣ·Ͱ
試験日程▶令和̔年̍月2�೔
ʢ౔ʣ·ͨ͸25೔ʢ೔ʣ
試験科目▶චݧࢼهʢޠࠃɺࣾ
ձɺ਺ֶɺཧՊɺӳޠɺ࡞จʣ
ఆࢦ೔Λݧࢼ࣍̎ʹऀ֨߹˞

ὸʜి࿩ɹⲸ�ʜ̚ϝʔϧɹⲻʜϗʔϜϖʔδɹ℻  ʜϑΝοΫε 情報ひろば
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
方
、
学
生
さ
ん
な
ど

働
く
す
べ
て
の
人
）
お
よ
び
そ
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃

金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
北
海
道
最
低
賃
金

時
間
額
１
０
７
５
円

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
係（
☎
０

１
１
–
７
０
９
–
２
３
１
１
、内
線

３
５
３
３
）

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
講
演
会

in
苫
小
牧

道
民
の
皆
さ
ん
に
津
波
防
災
対
策

を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

苫
小
牧
市
で
「
津
波
防
災
地
域
づ
く

り
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
。

■
日
時

ø÷
月
ùĀ
日（
水
）øú
時
ûü
分
〜
øü
時

øü
分（
開
場
øú
時
）

■
場
所

苫
小
牧
市
民
会
館（
苫
小
牧
市
旭

町
３
丁
目
２
番
２
号
）

■
講
師
・
演
題

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任

教
授

片
田
敏
孝
氏
「
巨
大
津
波
想

定
に
ど
う
向
か
い
合
う
か
」

■
定
員

１
６
０
０
人

■
申
し
込
み

ø÷
月
ù÷
日（
月
）

ま
で
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務

部
（
☎
０
１
１
–
２
１
８
–
７
６
０

０
）、
北
海
道
建
設
部
建
設
政
策
局

維
持
管
理
防
災
課
施
設
防
災
係
（
☎

０
１
１
–
２
３
１
–
４
１
１
１
、
内

線
ùĀ
–
７
６
３
）

東
胆
振
精
神
保
健
大
会

東
胆
振
精
神
保
健
協
会
は
、
苫
小

牧
市
民
会
館
で
令
和
７
年
度
東
胆
振

精
神
保
健
大
会
を
開
き
ま
す
。
表
彰

式
の
ほ
か
講
演
や
授
産
製
品
の
展

示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。

■
日
時

øø
月
８
日（
土
）øú
時
ú÷
分
〜
øü
時

ú÷
分

■
場
所

苫
小
牧
市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

■
内
容

①
表
彰
式
（
東
胆
振
精
神
保
健
事

業
功
績
者
、
心
の
ア
ー
ト
展
２
０
２

５
受
賞
者
）、
②
札
幌
花
園
病
院
睡

眠
医
療
セ
ン
タ
ー
・
本
間
さ
と
セ
ン

タ
ー
長
の
講
演
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
保
健
所
健
康
推
進
課
保
健

係（
☎
０
１
４
４
–
þþ
–
９
９
３
５
）

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

自衛官募集

಩খ຀ަࢢ௨҆શηϯλʔͰ͍ͯͬߦΔӡస
໔ߋূڐ৽࣌ߨशʢ༏ྑʣͷ೔ఔΛ͓஌Βͤ͠
·͢ɻ͜ͷଞͷߨश೔ఔʢҰൠɺҧ൓ɺॳճʣ
ʹ͍ͭͯ͸ɺԼه·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ
〔10時30分～11時〕
̐೔ʢՐʣɺ̑ ೔ʢਫʣɺ̒ ೔ʢ໦ʣɺøø೔ʢՐʣ
øù೔ʢਫʣɺøû೔ʢۚʣɺøÿ೔ʢՐʣɺøĀ೔ʢਫʣ
ùø೔ʢۚʣɺùþ೔ʢ໦ʣɺùÿ೔ʢۚʣ

〔13時30分～14時〕
�７೔ʢۚʣɺøú೔ʢ໦ʣɺù÷೔ʢ໦ʣɺùü೔ʢՐʣ

໰͍߹Θͤɹ͜Ϳ͠ͷ౬͋ͭ·ɹὸ2�ô�12�

イベントカレンダー
 11月

毎週日曜 ちびっこデー▷খֶੜ͸ελϯϓ2ݸ
毎週月曜 シルバーデー▷�5ࡀҎ্͸ϙΠϯτ̏ ഒ
毎週火曜  メンズデー▷உੑ͸ελϯϓ2ݸ
毎週水曜   高齢者無料入浴券の日▷ொަ෇ͷແྉ݊ར༻Ͱ

Ϩετϥϯͷϔϧγʔηοτ͕�Ā0ԁ �ɣ00ԁ
毎週木曜  レディースデー▷ঁੑ͸ελϯϓ2ݸ
毎月26日  風呂の日▷ொຽ͸ೖཋແྉʢ਎෼ূ໌ॻΛఏࣔʣ
˞ର৅֎ͷํ͸ϙΠϯτ̏ ഒɺελϯϓ̎ݸ
2と6のつく日 ▷ϙΠϯτ�ഒʢ෩࿊ͷ೔Λআ͘ʣ
5のつく日 ▷ொަ෇ͷແྉ݊ར༻ͰϙΠϯτ̑ 倍

日 月 火 水 木 金 土
1

2 �ഒ ３ 4 5 6 �ഒ 7 8
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ 休館日 ϨσΟʔε
9 10 11 12 �ഒ 13 14 2ഒ 15
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
16 �ഒ 17 18 19 20 21 22 �ഒ
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
23 24 25 2ഒ 26 �ഒ 27 28 29
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ 風呂の日 ϨσΟʔε
30
ͪͼͬ͜

˞Πϕϯτ͸༧ࠂͳ͘ม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

ࣗӴୂࡳຈ஍ํྗڠຊ෦಩খ຀ग़ுॴ
ὸ01��ôú2ô��25

�ʢҰࣾʣ಩খ຀஍۠ަ௨҆શڠձ
ὸ01��ô��ô1�5�

1 1月運転免許証
更新時講習

社会福祉協議会への寄付

まちの善意

町税・保険料
今月の納期

໰͍߹Θͤ
ॅຽ՝�੫຿άϧʔϓὸ2�ʵ���1
ॅຽ՝�෱ࢱάϧʔϓὸ2�ʵ���2

Պ໨ ொ ಓ ຽ ੫ʢୈ̎ظʣ
հ ޢ อ ݥ ྉʢୈ̏ظʣ

ೲظ 10月�1೔ʢۚʣ

町
職
員
の
人
事
異
動

（

）内
は
主
務

◆
異
動（
10
月
１
日
付
）

・
建
設
課
長
（
事
務
取
扱
）

〔
兼
解
〕、
副
町
長
▼
西
野

和
博

・
建
設
課
長
▼
田
中
紀
嘉

（
建
設
課
都
市
施
設
担
当

参
事
）

・
建
設
課
土
木
・
上
下
水

道
担
当
参
事
▼
松
浦
健

二（
建
設
課
主
幹
土
木
グ

ル
ー
プ
）

・
総
務
課
主
幹
財
政
グ

ル
ー
プ
▼
大
平
賢（
総
務

課
主
査
財
政
グ
ル
ー
プ
）

・
建
設
課
主
査
上
下
水

道
グ
ル
ー
プ
▼
大
川
琢

哉（
総
務
課
主
査
財
政
グ

ル
ー
プ
）

・
建
設
課
主
査
土
木
グ

ル
ー
プ
▼
長
谷
川
翔
吾

（
建
設
課
主
任
土
木
グ

ル
ー
プ
）

・
総
務
課
主
任
財
政
グ

ル
ー
プ
▼
中
山
亮（
住
民

課
主
任
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

・
建
設
課
主
任
土
木
グ

ル
ー
プ
▼
金
山
舞
美（
建

設
課
主
事
土
木
グ
ル
ー

プ
）

◆
新
規
採
用（
10
月
１
日

付
）

・
住
民
課
主
任
福
祉
グ

ル
ー
プ
▼
小
西
裕
太

・
住
民
課
主
事
子
育
て
支

援
グ
ル
ー
プ
▼
畠
山
有
希

いきいきサポートサロンは、65歳以上の皆さんの健康増進・介護予防・生きがい活動を行う場所です。
バスの待ち合いや、ちょっと寄って知人とお話ししたい時など、自由に利用できます。
月間予定表を見て、参加してみたい活動等がありましたら、お気軽にお越しください。趣味のサ

ークルで利用を希望の方もご連絡ください。また、65歳以下の方もボランティアとして共に活動し
ませんか？人生の先輩から知恵と技術が学べます。

ްਅொ͍͖͍͖αϙʔταϩϯ
ொ��ɹὸ2�ʵ�5�5ژ

։์࣌ؒ⾣月༵ʙ༵ۚ೔�࣌̕�0෼ʙ1�࣌
ແྉਫ෼ิڅΧϑΣίʔφʔ⾣月༵ʙ໦༵೔࣌̕�0෼ʙ15࣌

介護予防体操〔10時～11時〕　୲౰ɿڮߴ�ଜ্࡚ࢁ�
ετϨονɺ༗ࢎૉӡಈɺ೴τϨ
介護予防体操〔10時～11時〕　୲౰ɿ൘֞
͕Μ͹Βͳ͍ҜࢠϤΨͳͲ
趣味の活動〔13時～15時〕Ϋϥϑτςʔϓͷ͔͝ฤΈ

ババカフェ〔10時～15時〕ऀྸߴͷօ͞Μओ࠵ͷΧϑΣ

月・木

火

水
金

いきいきサポートサロンに参加しませんか？

月 Ր ਫ ໦ ۚ
� � 5 � �
10 11 12 1� 1�
1� 1� 1� 20 21
2� 25 2� 2� 2�

11
月
の
よ
て
い

水資源保全地域内の土地取引行為に係る事前届出について

๺ւಓͰ͸ɺ๛͔ͳਫݯࢿͷܙΈΛকདྷͷੈ୅ʹ͓͍
ͯ΋ڗडͰ͖ΔΑ͏ɺશࠃʹઌ͚ͯۦʮ๺ւಓਫݯࢿͷ
อશʹؔ͢Δ৚ྫʯΛ੍ఆ͍ͯ͠·͢ɻ
৚ྫʹࢦ͖ͮجఆ͞Εͨਫݯࢿอશ஍ҬͰ౔஍औҾΛ

໿క݁ͷ̏Χ月લ·Ͱʹɺܖ৔߹͸ɺ͏ߦ
ͦͷ౔஍Λॴ؅͢Δ૯߹ৼہڵɾৼہڵͳ
Ͳʹಧग़͕ඞཁͰ͢ɻ

๺ւಓ૯߹੓ࡦ෦ܭըہ
౔஍ਫରࡦ՝ਫݯࢿอશ܎ɹὸ011Ȃ20�ô51��

๺ւಓͷϗʔϜϖʔδͰࢦఆ஍ҬΛ
֬ೝͰ͖·͢

北
海
道
・
厚
真
町

土
地
所
有
者（
売
主
）

買

主

ᶃചങલʹಧग़
ʢ̏Χ月લʣ

ᶄ�ਫݯࢿอશࢦ਑౳
ʹԊͬͯॿݴ

ᶅ�ॿݴ಺༰Λ
఻ୡ

ਫݯࢿอશ஍Ҭ

令和７年10月号 2025年10月号21 20



小
松
さ
ん
は
、
豊
丘
地
区
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
水
害
を
も
た
ら
す
厚
真

川
の
河
川
改
修
の
た
め
自
宅
を
手
放

し
、
昭
和
øù
年
に
上
野
地
区
に
移

り
住
み
ま
し
た
。「
両
親
は
働
き
者

だ
っ
た
。
当
時
は
今
み
た
い
に
機
械

が
な
い
か
ら
、
く
わ
で
田
ん
ぼ
を
耕

し
た
り
、
馬
耕
だ
っ
た
ん
だ
よ
」。

厳
し
い
生
活
の
中
で
も
地
域
住
民

の
情
に
支
え
ら
れ
て
今
が
あ
る
こ
と

を
述
懐
。
馬
車
の
名
残
の
鉄
輪
も
、

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。「
何

事
も
一
生
懸
命
や
り
き
り
、
悔
い
を

残
さ
な
い
こ
と
を
、
両
親
か
ら
学
び

ま
し
た
。
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
恩

返
し
し
た
い
け
ど
、
も
う
い
な
い
か

ら
な
」。

自
分
の
こ
と
を
「
お
じ
さ
ん
」、

自
分
以
外
を
「
先
生
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
先
生
に
会
う
た
め
、
町
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
知
識
や
技
術
を
教
え
て

も
ら
い
、
生
活
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

「
人
と
会
う
の
が
大
好
き
な
ん
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
そ
う
。
先
生

の
楽
し
い
顔
を
見
る
と
、
幸
せ
に
な

る
ん
だ
よ
」。
あ
ま
り
テ
レ
ビ
を
見

な
い
代
わ
り
に
趣
味
の
読
書
は
欠
か

し
ま
せ
ん
。
青
少
年
セ
ン
タ
ー
図
書

室
か
ら
年
間
約
þ÷
冊
の
本
を
借
り
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
は
、
人
生
訓
を
記
し

た
書
籍
や
農
業
、
健
康
法
に
関
す
る

本
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
向

学
心
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
に
は
、
人
一
倍
気
を
使
い
ま

す
。
１
日
２
回
の
玄
米
食
と
、
庭
で

作
っ
た
大
根
や
里
芋
、
ト
マ
ト
を
加

工
し
て
お
か
ず
に
す
る
野
菜
中
心
の

食
事
で
す
。
楽
し
い
仕
事
を
続
け
て

い
る
と
、
食
欲
も
旺
盛
で
快
眠
で
き

る
。
自
分
に
正
直
で
あ
り
責
任
を
持

つ
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

「
色
々
な
壁
に
遭
遇
し
て
も
、
必

ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
前
向
き
な
姿

勢
が
長
生
き
の
コ
ツ
か
な
」

ア
キ
ア
カ
ネ
が
飛
び
交
う
夕
暮
れ
時
の
上
野
地
区
に
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
の
は
、
現
役
農
家
で
99
歳
の
小
松
岩
雄
さ
ん

で
す
。
収
穫
し
た
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
移
し
、
車
を
乗
り
換
え
て
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
み
ま
し
た
。「
よ
っ
、
待
た
せ
た
ね
」。
自
宅
裏
の
手
作

り
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
、
小
松
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

99歳の現役農家

小
こまつ
松 岩

いわお
雄さんVol .66

人の幸せは自分の幸せ

厚真で暮らす人、働く人、応援してくれる人、訪れる人・・・
みんな、みんな、
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